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齢
入
八
億
九
千
三
百
四
十
二
が
円

昭
和
四
十
四
年
度
決
算

九
月
に
開
催
さ
れ
た
昭
和
四
十
五
年
第
六
回
定
例
鵠
会
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
四
竺
般
会
計
、
特
別
会
計

の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
歳
入
八
億
九
千
三
百
四
十
一
万
五
千
円
、
歳
出
九
億
二
十
五
万
四
千
円
で
六
百
八
十
三
万
九
千

円
の
赤
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
公
表
は
一
般
会
計
だ
け
で
す
）

町
税
の
伸
び
悩
み

び
率
が
鈍
化
し
て
い
ま
す
。

臼
　
た
ば
こ
消
費
税
の
伸
び
率
の
鈍

化
。

画
　
電
気
ガ
ス
税
は
企
業
誘
致
な
ど
で

や
や
伸
び
を
み
せ
て
き
た
こ
と
で

す
。
以
上
の
よ
う
に
、
町
税
の
収
入
は
、

横
ば
い
の
状
態
に
あ
り
、
町
財
政
は
地

方
交
付
税
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

国
♪
の
依
存
度

一
方
歳
出
面
で
は
、
年
々
複
雑
化
す

る
行
政
に
比
例
し
て
増
大
す
る
事
務
量

右
事
務
改
善
な
ど
で
消
化
し
、
極
力
定

員
の
増
加
を
押
え
て
い
て
も
、
給
与
改

定
に
よ
り
増
え
る
人
件
費
、
物
価
上
昇

に
つ
れ
て
増
加
す
る
物
件
費
、
社
会
状

1
ヽ

勢
を
反
映
し
て
住
宅
政
策
な
ど
に
よ
る

公
債
費
、
昭
和
四
十
三
年
度
よ
り
四
十
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甲

虫

強
め
る

二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
た
扶
助
費
な

ど
の
支
出
の
増
大
は
、
押
え
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
率
は
、
財
政
状
態
の
一
つ

の
指
棟
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
率
は
小

さ
い
ほ
ど
町
村
の
財
政
は
豊
か
な
こ
と

を
し
め
し
ま
す
。

本
町
の
場
合
は
こ
の
率
が
八
十
二

黙
稲
幣
縛
錯
溜

昭
和
四
十
四
年
度
は
、
六
百
八
十
三

万
九
千
円
の
赤
字
を
出
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
主
な
理
由
は
特
定
公
共
事
業

に
対
す
る
高
率
補
助
相
当
額
の
起
債
が

減
額
さ
れ
、
そ
の
補
助
金
が
昭
和
四
十

五
年
度
の
収
入
に
ま
わ
さ
れ
た
の
が
主

な
原
因
で
あ
り
ま
す
。
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人
口
流
出
で

歳
入
の
う
ち
町
税
は
、
歳
入
総
額
の

十
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
億
二
千
四

百
十
五
万
七
千
円
と
な
、
っ
て
お
り
ま

す
。昭
和
四
十
三
年
度
と
比
べ
て
み
ま
す

と
、
千
八
百
四
十
八
万
八
千
円
の
増
収

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
歳
入
総
額
に
占

め
る
割
合
は
、
約
二
パ
ー
セ
ン
ト
さ
か

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
地
方
交
付
税
の
伸
び
、
建
投

事
業
な
ど
の
国
庫
支
出
金
の
増
収
の
た

め
で
す
。
こ
の
町
税
の
個
々
の
変
化
は
表
川
の

と
お
り
で
、
こ
の
表
に
は
、

Ｈ
　
減
少
し
て
い
た
固
定
資
産
税
が
、

企
業
誘
致
な
ど
で
わ
ず
か
な
が
ら
伸

び
を
み
せ
て
い
ま
す
。

⇔
　
個
人
所
有
の
伸
び
で
増
加
す
べ
き

町
民
税
が
、
人
口
の
流
出
に
よ
り
伸
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お
も
な
歳
入
歳
出

こ
の
ほ
か
こ
の
決
算
に
み
ら
れ
る
お

も
な
こ
と
に
、
次
の
と
お
り
で
す
。

歳
入

「
町
税
は
昭
和
四
十
三
年
度
に
比
べ

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
（
△
は
減
）

Ｈ
　
町
民
税
　
　
十
七
・
八
％

0
　
固
定
資
産
税
　
十
四
・
一
％

ｌ
日
　
経
自
動
車
税
　
二
十
九
・
五
％

的
　
た
ば
こ
消
費
税
　
十
七
・
〇
％

㈲
電
気
ガ
ス
税
　
二
十
九
・
六
％

内
　
鉱
産
税
　
　
十
七
・
〇
％

二
、
国
庫
支
出
金
の
内
訳

Ｈ
　
鐘
務
教
育
費百
四
十
七
万
九
千
円

⇔
　
普
通
建
投
事
業
費

二
億
二
千
二
百
八
十

五
万
五
千
円

田
　
失
業
対
策
事
業
貸

二
千
八
百
六
十
六
万

七
千
円

、
総
　
括

昭
和
四
十
四
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
歳
入
総
額
八
億
九
千
三
百

四
十
二
万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
九

億
二
十
五
万
円
で
差
引
皇
ハ
百
八
十

三
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
産
炭
地
域
振
興
臨
時
措

置
法
第
十
一
条
に
よ
る
補
助
金
の
か

さ
上
げ
相
当
額
の
起
債
が
、
三
千
二

し
、
投
資
的
経
費
は
七
・
九
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
で
財
政
苦
境
の
中
で
、
行

政
水
準
の
向
上
に
努
力
の
あ
と
が
み

ら
れ
高
く
評
価
す
べ
き
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

⑳
　
投
資
的
経
費
の
中
に
は
そ
の
財
源

と
し
て
町
債
の
六
百
二
十
六
万
円
が

含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
町
債
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
思
う
が
、
町

し
か
し
、
税
が
財
政
の
基
盤
で
あ

る
以
上
、
滞
納
撃
讐
隻
層
の
努
力

を
要
す
る
が
、
特
殊
な
も
の
に
つ
い

て
、
合
法
的
に
処
理
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
欠
損
処
分
も
考
え
る
ぺ
　
㊧

き
で
あ
り
ま
す
。

二
、
決
算
の
適
否

①
　
決
算
審
査
の
主
眼
で
あ
る
計
数
の

適
否
ま
た
は
収
支
の
合
法
性
に
つ
い

百
四
十
万
円
減
額
決
定
に
な
り
、
補

助
金
は
昭
和
四
十
五
年
度
に
交
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

な
お
、
赤
字
を
最
少
隈
に
と
ど
め

た
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
努
力
は
認

め
ま
す
が
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
の
な
い
よ
う
関
係
官
庁
と
の
連
絡

を
密
に
し
て
財
政
運
営
を
す
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

⑧
　
歳
出
構
成
を
み
る
と
、
消
費
的
経
㊤

費
四
十
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
投
資
的

経
費
五
十
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

一
っ
て
お
り
、
消
費
的
経
費
は
前
年
度

し
よ
り
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
に
対

呵
監
葦
意
克

前
年
度
九
丁
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
対

し
、
本
年
度
は
九
三
・
六
－
セ
ン

ト
で
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
て

お
り
徐
々
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

支
出
に
お
け
る
不
用
額
は
千
二
百

四
十
三
万
円
で
前
年
度
よ
り
百
二
十

三
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
起
債
が
減
額
決
定
に
な
り

赤
字
が
予
想
さ
れ
、
支
出
を
お
さ
え

た
た
め
と
み
ら
れ
ま
す
。

赤
字
各
予
想
外
に
少
額
に
と
ど
め
た

努
力
は
認
め
ら
れ
ま
す
。

財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

健
全
な
る
財
政
基
盤
の
上
に
諸
施
策

を
樹
立
し
、
財
政
の
健
全
化
に
努
力

さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

自
主
財
源
で
あ
る
緒
税
に
つ
い
て

は
、
機
構
の
改
革
な
ど
に
よ
り
、
収

納
率
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
は
担
当

者
の
努
力
の
あ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

て
は
、
措
帳
票
な
ど
点
検
照
合
し
た

結
果
艮
好
で
あ
り
ま
す
。

⑧
　
月
例
出
納
娩
査
で
指
摘
し
た
事
項

に
つ
い
て
は
遂
次
改
善
さ
れ
て
お
り

艮
好
で
あ
り
ま
す
」

三
、
個
別
事
項

の
　
歳
入
の
見
横
に
つ
い
て
は
前
年
度

と
同
様
艮
好
で
あ
り
ま
す
。

ヵ
、
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
全
体
で

今
　
前
年
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
建
築

現
場
の
監
督
が
で
き
る
建
築
関
係
専

門
職
を
配
置
す
る
よ
う
要
望
し
て
い

た
が
、
本
年
度
当
初
に
採
用
の
意
志

表
示
を
さ
れ
て
お
り
、
す
み
や
か
に

人
材
を
求
め
て
採
用
す
べ
き
で
あ
り

ま
す
。

水
巻
町
監
査
委
員

栗
原
　
友
彦

小
柳
　
重
年

住　民　負　担　の　状　況

町民一人当　り　　　1，538円

た　ば　こ　か　ら　の税金

一人当　り1，100円

町
税
や
町
債
な
ど
の
住
民
の
負
担
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

赤
ん
坊
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
、
住

民
一
人
あ
た
り
の
町
民
税
は
、
千
五
百

三
十
八
円
、
一
世
帯
あ
た
り
五
千
九
百

八
十
四
円
で
す
。

ま
た
皆
さ
ん
が
煙
に
さ
れ
て
い
る
た

ば
こ
か
ら
の
税
金
も
、
一
人
あ
た
り
千

百
円
と
な
っ
て
お
り
「
た
ば
こ
消
費
税

」
が
町
財
政
に
与
え
る
彰
轡
の
大
き
さ

が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
国
か
ら
借
り
て
い
る
町
債
の

総
額
は
二
億
七
千
三
百
八
十
八
万
五
千

円
で
、
一
人
あ
た
り
一
万
六
十
五
円
、

一
世
帯
あ
た
り
三
万
七
千
九
百
九
十
七

円
の
借
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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画
　
産
炭
地
域
振
興
臨
時
交
付
金

二
千
五
百
八
十
一
万

九
千
円

㈱
　
そ
の
他
　
千
二
百
五
十
四
万
八

千
円

三
、
町
便

り
　
炭
鉱
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事

業
債
　
　
　
　
百
六
十
万
円

⇔
　
改
艮
住
宅
建
投
債
千
九
百
四
十
万
円

田
　
公
営
住
宅
建
設
債

三
千
四
百
九
十
万
円

画
　
水
華
甲
学
校
騒
音
防
止
対
策
事

業
債
　
　
　
三
百
五
十
万
円

㈲
　
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
債

三
百
二
十
万
円

四
、
地
方
交
付
税
の
推
移

昭
和
四
十
二
年
度一億
七
千
九
百
一
万
円

昭
和
四
十
三
年
度

二
億
五
王
ハ
百
十
四
万
円

昭
和
四
十
四
年
度

二
億
九
千
三
百
二
十
一
万
円

歳
出

歳
出
総
額
九
億
二
十
五
万
四
千
円
で

昭
和
四
十
三
年
度
よ
り
も
約
四
十
二

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
内
容
の
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
、
人
件
費
　
議
員
、
行
政
委
員
、
職

風
の
人
件
費
は
二
億
千
二
百
二
十
二

万
五
千
円
で
、
昭
和
四
十
三
年
度
よ

り
も
三
千
六
百
六
十
一
万
六
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
、
物
件
費
　
七
千
四
百
六
十
五
万
一

一
千
円
で
昭
和
四
十
三
年
度
よ
り
も
、

千
二
百
二
十
万
五
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

三
、
補
助
費
な
ど
の
内
訳

①
　
芦
屋
町
外
三
ケ
町
環
境
衛
生
施

投
組
合
分
担
金六
百
七
十
五
万
円

⑧
1
－
ハ
甜
市
外
遠
賀
郡
四
ケ
町
環
境

「たばこ」は町内で買ってください。

たばこ1本の税金は57銭で1衛（20本入

り）ですと、11円40銭が町の収入になりま

す。

衛
生
施
設
組
合
分
担
金

三
百
三
十
万
七
千
円

㊦
　
岡
垣
町
外
三
ケ
町
伝
染
病
院
組

合
負
担
金二
百
四
十
六
万
九
千
円

㊤
　
老
人
福
祉
施
設
組
合
負
担
金

百
二
万
六
千
円

㊥
　
城
川
水
利
組
合
分
斌
金
八
十
六
万
円

㊦
　
そ
の
他三
千
三
百
八
十
万
八
千
円

四
、
維
持
補
修
費

①
　
道
路
橋
り
ょ
う
費

七
百
五
十
一
万
八
千
円

⑧
　
河
川
補
修四
百
七
十
五
万
二
千
円

㊧
　
住
宅
　
　
百
十
九
万
三
千
円

㊤
　
小
中
学
校
補
修
費
九
十
六
万
五
千
円

⑳
　
そ
の
他
　
六
十
七
万
四
千
円

五
、
普
通
建
設
事
業
費

の
　
公
営
・
改
艮
住
宅
建
投
事
業

三
億
四
千
八
百
九
十
六

万
六
千
円

⑧
　
水
巻
中
騒
音
防
止
対
策
事
業

三
千
二
百
二
十
二
万
八

千
円

㊧
　
そ
の
他
二
百
八
十
一
万
三
千
円

七
、
扶
助
費
　
千
七
百
十
四
万
円

八
、
災
害
復
旧
費

①
　
道
路
河
川
費
千
八
百
七
十
七
万
八
千

円

⑧
　
南
中
学
校
鉱
害
復
旧
費

二
千
七
百
五
万
四
千
円

九
、
失
業
対
策
事
業
費

五
千
八
百
二
十
五
万
一

千
円

∴∴・ニー言∴．．、
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十
月
五
日
さ
わ
や
か
な
市
空
の
し
た

で
、
猪
熊
小
・
机
小
・
頃
末
小
・
下
二

小
学
校
の
運
動
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。地
区
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
父
兄
の
応

援
も
一
段
と
熱
が
は
い
り
、
ま
た
組
立

競
技
に
は
女
子
も
参
加
し
て
、
男
子
顔

ま
け
の
演
技
を
ひ
ろ
う
し
、
父
兄
か
ら

拍
手
か
っ
さ
い
を
あ
び
ま
し
た
。

な
ん
と
い
っ
て
も
楽
し
い
の
は
お
昼

の
お
弁
当
の
時
。

遊
戯
が
じ
ょ
う
ず
だ
っ
た
と
は
め
ら

れ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
お
に
ぎ
り
を
ほ

う
ぼ
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。

食
欲
の
方
も
こ
れ
ま
た
日
ご
ろ
の
倍

町内小学校運動会

幼複拗加硫幼雄砂地〟物独伊彷桝わの杉猫瀦比抑彬新桝〟砂助彷彿搾彬杉研械胡仇淡桝放物妨拗肋俳勿帯脇彬搬竹折弗甥∽竹材勅鋸彬形堺薇彿彬雄桝弗脇彷補奴助粉薇熔解雄の肋桝牝胡紡鰯幼

耳
の
惑
い
老
大
に

補
聴
器
を町
敬
老
会
　
で

今
年
は
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
て
　
老
後
の
生
活
を
明
る
く
豊
か
な
も
の

に
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
人
が
こ
ぞ
っ

て
協
力
し
、
平
和
な
家
庭
、
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
気
運
が
年
々
高
ま
っ
て
い

ま
す
。老
人
福
祉
週
間
は
多
年
社
会
に
つ
く

さ
れ
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を

祝
う
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
、
老
人
自
身
も
時

代
と
と
も
に
生
き
る
意
欲
を
い
っ
そ
う

高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
各
地
で
い
ろ

い
ろ
な
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
も
頃
未
小
学
校
講
堂
に
七
十
才

以
上
の
ご
老
人
を
お
招
き
し
、
演
芸
と

心
ば
か
り
の
お
酒
で
一
日
を
楽
の
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
る
老
人
の
方
は
、
「
今
年
の
敬
老

会
は
い
ま
ま
で
と
ち
が
っ
て
大
変
楽
の

し
か
っ
た
。
町
長
さ
ん
や
助
役
さ
ん
が

踊
っ
た
り
、
会
場
か
ら
の
と
び
入
り
が

あ
っ
た
り
…
…
わ
し
も
踊
ろ
う
か
と
思

う
た
が
、
ち
ょ
っ
と
て
れ
く
さ
か
っ
た

の
で
な
あ
ー
。

来
年
も
ぜ
ひ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
い
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
老
人
の
ほ
と
ん
ど
は
目
や
耳

が
悪
く
、
日
常
生
活
に
不
自
由
な
思
い

を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
に
対
し
て

町
が
、
メ
ガ
ネ
や
補
聴
器
を
送
る
な
ど

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
括
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
老
人
の
福
祉
の
問
題
は
、
ひ
と
り
老

人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
人
と
若
い
人
が
、
家
庭
、
職
場
、

錮
摘
篭
鮎
山
嶺
恥
加
は

ま
し
ょ
う
。

家
庭
は
家
族
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、

生
清
の
本
拠
で
あ
り
、
家
庭
を
中
心
と

し
た
老
人
の
福
祉
を
は
か
る
こ
と
が
大

切
で
す
。老

人
福
祉
に

日
夜
努
力

町
長
伊
藤
衛
門

皆
様
、
町
民
に
な
り
か
わ
り
ま
し
て

長
寿
の
お
祝
い
を
心
か
ら
お
青
び
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
か
ら
七
十
才
の
ご
老
人
の
方
を

ご
招
待
し
ま
し
た
。

生
活
の
向
上
と
医
学
の
遊
歩
に
よ
り

寿
命
が
の
び
て
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
に
お
い
て
は
、
老
人
に

対
す
る
福
祉
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
は
日
夜
老
人
福
祉
対
策
に
と

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
皆
様

に
満
足
の
ゆ
く
よ
う
に
出
来
な
い
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。

本
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
寝
た
き
り

の
老
人
の
た
め
に
、
特
殊
ベ
ッ
ト
を
貸

し
た
り
、
ま
た
六
十
五
才
以
上
の
ど
老

人
の
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
精

密
検
査
を
受
け
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
長

生
き
し
て
も
ら
う
な
ど
の
計
画
を
し
て

お
り
ま
す
。

マ
マ
と
お
ど
ろ
う
　
町
立
保
育
所
運
動
会

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
お
ど
る
園
児
の

は
ず
む
声
が
、
澄
み
き
っ
た
秋
空
に
こ

だ
ま
す
る
。

ど
両
親
が
働
ら
い
て
い
た
り
、
家
の

商
売
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保
育
の
で

き
な
い
こ
ど
も
を
お
あ
ず
か
り
し
て
い

る
、
町
立
第
二
二
、
三
保
育
園
児
二

百
余
名
の
か
わ
い
い
運
動
会
が
九
月
二

十
日
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
日
ば
か
り
は
、
パ
パ
も
マ
マ
も
そ

ろ
っ
て
ボ
ク
た
ち
と
一
日
遊
ぶ
の
で
、

う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

跳
ん
だ
り
、
は
ね
た
り
、
輪
く
ぐ
り

な
ど
。
マ
マ
た
ち
も
楽
し
そ
う
。

郵
便
受
箱
設
置
の
お
願
い

☆
家
族
全
員
の
名
前
を
書
き
こ
ん
だ

表
札
と
大
型
郵
便
物
が
入
り
、
風

雨
か
ら
大
切
な
郵
便
物
を
保
護
す

る
こ
と
の
で
き
る
受
箱
を
道
路
に

画
し
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
く
だ
さ

い
。

☆
受
箱
と
表
札
が
あ
り
ま
す
と
次
の

よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

①
　
不
在
の
場
合
戸
の
す
き
間
か
ら

差
入
れ
る
と
、
土
間
に
打
水
が
し

て
あ
る
場
合
な
ど
、
大
事
な
郵
便

物
が
汚
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
戸
の
す
き
ま
に
差
入
れ
る

と
、
郵
便
物
が
風
に
吹
き
飛
ば
さ

れ
た
り
、
こ
と
も
の
い
た
ず
ら
な

ど
で
紛
失
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
受
箱
が
あ
る
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

⑧
　
受
箱
が
あ
り
ま
す
と
不
在
の
場

合
で
も
、
大
型
郵
便
な
ど
配
達
不

能
と
な
ら
ず
に
早
く
受
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⑨
　
表
札
、
表
札
兼
用
の
受
箱
が
あ

り
ま
す
と
、
誤
ま
っ
て
配
達
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
未
知
の
訪

門
客
の
た
め
に
も
な
り
ま
す
。

④
　
配
達
員
が
か
わ
っ
て
も
、
い
つ

も
決
ま
っ
た
場
所
の
受
箱
で
郵
便

を
受
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑧
　
安
全
、
確
実
に
配
達
が
で
き
ま

す
の
で
皆
様
か
ら
の
苦
情
が
な
く

な
り
ま
す
。

な
お
、
郵
政
省
で
は
郵
便
受
箱
の

棟
準
規
格
を
定
め
て
、
受
箱
の
設
置

の
普
及
の
運
動
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ま
だ
お
か
れ
て
な
い
ご
家
庭
で

は
、
も
よ
り
の
郵
便
局
に
行
か
れ
ま

す
と
、
七
百
円
で
受
箱
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
箱

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
番
号
は
正
し
く
・
ハ
ッ
キ
リ
と

皆
様
の
ど
協
力
に
よ
り
、
郵
便
番

号
の
記
載
率
も
向
上
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
せ
っ
か
く
番
号
が
書
い
て

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
間
違
っ
て
い
る

場
合
が
お
お
・
、
機
械
で
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
二
十
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
郵
便
局
で
は
「
返
送
」

や
「
転
送
」
で
よ
ぶ
ん
な
手
数
を
要

し
て
お
り
、
利
用
者
の
皆
様
に
と
っ

て
も
、
郵
便
物
が
遅
れ
た
り
、
届
か

な
か
っ
た
り
す
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
わ
く
内
に
「
正
し
く
」
、

「
ハ
ッ
キ
リ
」
と
郵
便
番
号
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
を
守
る

簡
　
易
　
保
険

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
大
正
五

年
十
月
一
日
国
営
保
険
と
し
て
誕
生

し
タ
国
民
の
く
ら
し
を
ま
も
り
つ
づ

け
て
五
十
四
年
″
い
ま
で
は
、
総
加

入
件
数
四
千
四
百
万
件
、
契
約
高
九

兆
円
を
こ
え
る
マ
ン
モ
ス
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

簡
易
保
険
が
発
足
し
た
十
月
一
日

に
ち
な
ん
で
十
月
中
を
「
簡
易
保
険

月
間
」
と
名
づ
け
、
全
国
の
郵
便
局

で
記
念
行
革
を
展
開
し
て
お
り
ま
す

ラ
ジ
オ
体
操
毒
様
の
健
康
を
守

る
た
め
に
、
郵
政
省
簡
易
保
険
局
と

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
育
て
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ど
家
庭
を
常
に
お
守
り
す

る
簡
易
生
命
保
険
の
ご
理
解
と
ど
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
職

業
訓
練
生
募
集

身
体
障
害
者
の
自
立
と
生
活
の
安

定
を
図
る
た
め
設
け
ら
れ
た
、
国
立

訓
練
施
設
の
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。
・
場
所
　
北
九
州
市
小
倉
区
萩
崎
町

二
番
一
号

・
条
件
　
身
体
障
害
者
で
介
護
を
心

要
と
し
な
い
人

・
授
業
料
　
無
料

・
そ
の
他
　
訓
練
に
心
要
な
も
の
は

貸
し
ま
す
。

・
申
し
込
先
　
公
共
職
業
安
定
所

・
問
い
合
わ
せ
先
　
水
巻
町
役
場
厚

生
課
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